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技術の特徴
・リガンド（有機化合物、糖、オリゴペプチド等）とそのリガンドと結合するタンパク質を混合し
た試料を飽和移動差（STD)－NMR法を用いて測定することにより、リガンドのタンパク質と
の相互作用部位を原子レベルで解析出来る。
・リガンドおよびタンパク質どちらも安定同位体（13C,15N)でラベルする必要がない。
・2次元プロトンSTD-NMR法および異種核STD-HSQC法により、ある程度分子量の大きなリ
ガンドでも解析が可能である。

研究の内容

今後の展開
STD-NMR法による分子間相互作用解析は、安定同位体ラベルを必要としないこと、解析が
容易であることから、本法を用いて、他の有用タンパク質－リガンド間の分子間相互作用に
ついても解析する。
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